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幅
下
遺
跡
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名
古
屋
城
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高
約

一
二
じ

西
側
に
広
が
る
沖
積
低
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面

の
う
ち
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然
堤
防
や
砂
州
堆
積
物
か
ら
な
る
微
高
地

（標
高
約
二
・
五
じ

に

位
置
し
て
い
る
。
こ
の
微
高
地

の
範
囲
は
、
江
戸
時
代
の
名
古

屋
城
下
町
北
西
部
の
範
囲
と
も

よ
く

一
致
し
て
い
る
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本
遺
跡
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一
九
八
〇
年
の
幅
下
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学

訥

校
体
育
館
基
礎
補
強
工
事
の
際

酬
に発
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れ
た
も
の
で
あ
り
、
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七
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紀
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下
町
の
低

地
部
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ら
れ
た
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下
水

道
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上
水
施
設
の
一
部
と
思
わ
れ
る
木
樋
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

後
、
校
舎
の
改
築
時
に
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
、
近
世
城
下
町
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う
ち
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検
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湿
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検
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